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本学名誉教授,竹脇潔先生は去る1月 16日 ,東

京都多摩老人医療センターにて逝去されました。

享年82歳でした。

先生は明治38年富山市のお生まれで,東京帝国

大学理学部動物学科を昭和 3年に御卒業後,ただ

ちに同学科の助手となられました。以後,講師 ,

助教授と進まれ,昭和22年教授となり,同 40年定

年退官されるまで37年間本学に勤務されました。

先生の御専門は動物学とくに実験形態学・内分

泌学で,我国におけるこれら学問分野の創始者と

して,世界的に高く評価された数々の業績をあげ

られました。明治 。大正時代のいわゆる博物学を

中心とした日本の動物学界の流れの中で,早 くか

ら哺乳類 (主 としてネズミ)を用いて近代的な実

験動物学の道を歩まれました。なかでも「哺乳類

の幼児期におけるホルモンの影響」に関する研1究

では,先生の研究室は世界的メッカとなり,現在

も門下生達が各地でさらにそれを発展させて世界

の学界をリードしています。

先生はまさに研究‐途の御生活で,日 曜も休日

もなく,朝 8時前には研究室に来られ,ま ずネズ

ミの世話をされてから研究を始められ,決 った時

間に帰られる規則的な生活を送られていました。

時々,新 しく進学した大学院生が先生より早く登

校したりすると,先生は翌日,普段よりさらに早
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く研究室に来られるといった茶目つけもあって ,

私も先輩から, 5分でもいいから先生より遅く来

いといわれたものです。お若い頃は厳しい先生で

あったとのことですが,包容力のあるお人柄で ,

門下生には変わり者の多いことでも有名でした。

先生は自から寸暇を惜しんで研究に打ち込まれる

ことで範をたれるといった教育方針で,あまり細

かいことは言われなかったとのことです。ある大

学院生の場合,ほ とんど先生に研究の進展を話さ

ないため, さすがの先生も心配されておられたら

しく,あ る日,彼の部屋に様子を見にいかれたと

ころ,一心不乱にネズミの手術をしているところ

だったので何も言わず自室に戻られ,あ とで助手

に「仕事をしておるから,ええじゃろう」とおっ

しゃって,二度とその学生にデータを見せるよう

にとは言われなかったとのことです。

御退官まじかに先生の門下生となった私にとっ

ては,厳 しい先生といった感じはまったくなく,

温顔に常に笑みをたたえて,若い我々の勝手な議

論を聞いておられ,時おり適切な助言をして下さ

いました。何かの折,食べ物の話になり甘党の先

生と意見がちがったので「先生はお酒をのまれな

いから,酒の肴の味がおわかりにならないのです」

と申し上げたら,「奈良漬なら三枚までは食べら

れるJと おっしゃった事は今でも強く印象に残づ

ております。この話には説明が必要で,以前先生

の同僚の教授が来られた折,お二人で「私は奈良

漬一枚で酔払う」「私は三枚までなら大丈夫」と

いった会話があったのです。先輩の言によると,

本学御退官後,東京女子大教授となられてからず

いぶん変られたとのことで,我々門下生の遠足に

女子大生を連れて来て下さったり,東大時代は決

してなされなかったのに,女子学生の就職の際は
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